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自分でつくるとおいしいよ
（白寿・こまどり学級が川口保育所を訪問・記事 4ページ）



町
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
川
口
高
等
学
校
。

過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
学
校

で
す
が
、「
生
徒
の
集
う
魅
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
の
た
め
の
学
校
づ
く
り
に

励
む
本ほ

ん

馬ま

忠た
だ

幸ゆ
き

校
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

川
口
高
等
学
校
は
、
１
９
４

８
年
（
昭
和
23
年
）
に
創
立
さ

れ
、
今
年
で
64
年
を
迎
え
た
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

　

校
訓
で
あ
る「
明
浄
・
正
直
・

剛
健
」
の
も
と
、
生
徒
同
士
、

生
徒
と
先
生
が
和
を
重
ん
じ
、

勉
強
や
部
活
動
、
学
校
行
事
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
規
模
校（
少
人
数
）の
た
め

生
徒
の
出
番
が
多
く
、
生
徒
は

多
く
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で

自
分
に
自
信
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
校
は
「
個
に
応
じ

た
指
導
」
が
教
育
の
特
徴
で
す
。

全
校
生
徒
93
名
、
教
職
員
24
名

で
構
成
さ
れ
、
教
員
１
名
に
対

し
て
生
徒
５
名
程
度
と
な
る
少

人
数
教
育
の
利
点
を
活
か
し
、

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
お
い

て
、
個
に
応
じ
て
徹
底
し
た
指

導
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
生
徒

と
先
生
の
距
離
が
近
く
、
そ
の

よ
う
な
中
で
個
人
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

の
生
徒
の
能
力
や
個
性
が
伸
び

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先

生
方
の
指
導
は
し
っ
か
り
と
生

徒
の
心
に
届
い
て
、
感
性
豊
か

な
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
が
育

っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
国
公
立
大
学
の

合
格
を
は
じ
め
と
し
て
、
私
立

大
学
や
公
立
短
大
・
私
立
短
大
、

専
門
学
校
に
も
半
数
以
上
の
生

徒
が
進
学
し
て
い
ま
す
。
就
職

を
希
望
す
る
生
徒
達
は
、
公
務

員
や
県
内
外
の
企
業
に
就
職
し

て
い
ま
す
。
進
学
・
就
職
と
も

に
、
決
定
率
は
１
０
０
％
で
す
。

　

大
自
然
に
抱
か
れ
た
ぜ
い
た

く
な
学
習
環
境
の
中
で
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
、

夢
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
高
校
、

そ
れ
が
川
口
高
等
学
校
で
す
。

生
徒
「
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
く
主
人
公
」

と
な
る
川
口
高
校

高校総体へ向けて練習に励むテニス部員

川　
高

魅力ある学校づくりに取り組んでいます
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▶▶▶川口高校魅力向上プログラム◀◀◀

地域に根ざした活動
　毎年６月と１１月の２回、教育活動の一環
として、環境美化活動を行っています。この
活動は、日頃生徒たちが通学や教育活動等で
利用している周辺地域の施設・設備に対し、
感謝の気持ちと地域貢献の意味を込めて行わ
れています。
　６月は、生徒や教員などが会津川口駅の構
内や駅から学校までの通学路のゴミ拾いに加
えて、会津中川駅、会津水沼駅各駅の構内及
び周辺の清掃を実施しました。

感謝を込めて駅舎を清掃する生徒達

奥会津風土体感プログラム
　３年次の「総合的な学習の時間」を活用し
て、奥会津地方の歴史・伝統文化について学
ぶことができます。
　講師は県立博物館学芸員や地元で活躍して
いる方々で、さまざまな講義や伝統工芸であ
る絵ろうそく作りや漆塗りなどの体験活動を
通じて、私たちの奥会津地方の身近な文化を
体感する川口高校独自の取り組みを行ってい
ます。

奥会津地方に生息するギフチョウの羽化を観察

寮の充実・通学費補助
　自宅が遠い生徒のために、寮の充実に取り
組んでいます。来年度からは寄宿舎に入られ
る方に対して町から寮費の半額を補助する予
定となっています。
　現在、生徒達に快適に過ごしてもらうため
に、寮では暖房設備やトイレ、浴室などの改
修工事をしています。
　また、寮には生徒達が学習できる部屋があ
り、夕方から教員による「金山塾」という課
外学習が定期的に行われています。
　通学費についても、町内外問わず費用の半
額を補助する計画です。

「金山塾」で学ぶ生徒達

学習環境の充実
　英語と数学はすべての学年で３クラスに分
かれて習熟度別の授業を展開しています。こ
れにより、一人ひとりの学習の進度に応じた
丁寧な指導を実現しています。
　また、進路対策課外（放課後に英語・数学・
国語）、長期休業中の課外、夏季学習会、個人
添削、小論文授業により大学進学に対応した
実力養成を図ります。
　社会福祉科目を選択した生徒は、ホームヘ
ルパーに関する知識習得の授業や、地元の特
別養護老人ホームでの実習などを通して知識
や技術を幅広く学習することができます。

習熟度に応じた授業

川口高校では魅力ある学校づくりのために、数々の取り組みを行っています。
ここでは、その取り組みの一部を紹介します。
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須佐さんから作業を教わる児童たち

　横田公民館の放課後教
室「横田ふれあい教室」
では、６月の１３、２７
日に森林環境交付金事業の一環として金山町産
スギを使用したベンチ作りを行いました。作業
の指導員として須佐勉さん（山入二） を迎え、
この日が２回目の作業となりました。
　最初に座椅子の部分のカンナ掛けをしました
が、初めてカンナを持つ子どもがほとんどで須
佐さんの助けを受けながらの作業でした。組み
立ては須佐さんが行いましたが、仕上げの防腐
剤は子どもたちが一人ひとり丁寧に塗り上げ、
作業は終了しました。完成したベンチは横田小
学校の校庭に置かれると聞いて、子どもたちは
大喜びでした。

木製ベンチを手作り
横田ふれあい教室

　６月２８日、白寿・こまどり学級生が川口保
育所を訪れ、子どもたちと交流しました。はじ
めに、子どもたちはダンス「カエルの体操」を
披露し、「七夕の歌」では学級生も手拍子をしな
がら一緒に歌いました。
　続いて子どもたちはお昼に食べるおむすびを
学級生と一緒に作りました。子どもたちはおむ
すびの握り方を教わりながら、懸命に握りまし
た。握ったおむすびは８０個ほどにもなり、子
どもたちからは「家でも作ってみたい」という
声が聞かれました。

一緒におむすびを作る
白寿・こまどり学級保育所訪問

柴田警部補の話を聞く児童たち

おむすびは皆で食べました

　６月２９日、金山小学校の４年生が社会科学
習のため川口駐在所を訪れました。はじめに児
童たちは駐在所の柴田警部補から日頃の仕事内
容などの説明を受け、メモをとりながら真剣に
話を聞いていました。
　質問の時間も設けられ、児童たちからは柴田
警部補に警察官になろうと思った理由や交番と
駐在所との違い、今まで逮捕した人数など様々
な質問をし、柴田警部補はその質問一つ一つに
懇切丁寧に答えていました。また、日頃見る機
会がないパトカーの中を見ることができ、児童
達は興味津々でした。

駐在さんの仕事場見学
金小４年生の社会科学習
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　６月２９日、開発センターで金山町土地改良
区清算結了総代会が行われ、町の農業振興に貢
献してきた金山町土地改良区の解散が承認され
ました。金山町土地改良区は昭和２７年に川口
村・本名村組合土地改良区として設立したのが
始まりで、町制施行後、横田村、沼沢村、下大
牧土地改良区を吸収合併してできたものです。
　代表清算人である長谷川町長は「土地改良区
は町の農業に大変重要な役割を果たしてきまし
た。その足跡は永遠に我々の胸に刻まれること
と思います」と述べました。土地改良区は解散
しましたが、町は引き続き土地改良事業に支障
のないように取り組んでいきます。

６０年の歴史に幕
金山町土地改良区が解散

短冊作りに挑戦！

事務局の説明に耳を傾ける総代の皆さん

　７月２日、社会を明るくする運動巡回広報が
行われました。保護司、人権擁護委員、民生児
童委員が会津川口駅や各行政区、学校を訪れ、
犯罪や非行の防止を呼びかけました。
　この運動は、昭和２４年、戦後の荒廃した社
会の中にあって大きな社会問題となっていた少
年の非行に心を痛め、更生保護制度の思想に共
鳴した地域住民の有志によって開催された犯罪
者予防更生法実施記念フェアーに始まったもの
であり、地域住民によって自発的に生まれた活
動が原点となっています。
　皆さんの力で犯罪や非行のない安心できる地
域社会の実現を目指しましょう。

犯罪や非行のない地域社会を
第６２回社会を明るくする運動を実施

防犯を呼びかける関係者

　７月に入り七夕が近づいてきた頃、開発セン
ターのゆうがたクラブで七夕の飾り物作りをし
ました。参加した子どもたちは、笹竹に飾るた
めの吹き流しや網飾り、千羽鶴などを作り、自
分の願いを短冊に書き留めました。
　短冊には「ＴＶに出たい」「一輪車に上手に乗
りたい」「おこづかいがもらえるようになります
ように」「ドラえもんがほしい」など様々な願い
が書かれ、子どもたちはその短冊を笹竹に次々
とつるしていきました。出来上がった七夕飾り
は開発センター入り口に飾られました。

短冊に願いを込めて
ゆうがたクラブの七夕飾り
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こ
れ
か
ら
の
予
定

お
知
ら
せ

納期限は

7月31日
です

今月の納税

●
固

定

資

産

税　
　

２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

２
期
分

●
介

護

保

険

料　
　

２
期
分

●
水

道

使

用

料　
　

７
月
分

●
保　
　
　

育　
　
　

料　
　

７
月
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

叙　
　
　
勲

　

須
佐
正
雄
さ
ん（
山
入
一
）へ

の
高
齢
者
叙
勲（
瑞
宝
単
光
章
）

と
今
年
２
月
に
亡
く
な
ら
れ
た

須
佐
正
雄
さ
ん
・

故・五
ノ
井
和
彦
さ
ん
へ

瑞
宝
単
光
章

五
ノ
井
和
彦
さ
ん（
高
倉
）へ
の

死
亡
叙
勲（
瑞
宝
単
光
章
）伝
達

式
が
６
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

須
佐
さ
ん
は
33
年
に
わ
た
り
、

献
身
的
な
消
防
団
活
動
に
取
り

組
み
、
町
消
防
団
の
発
展
と
地

域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
ノ
井
さ
ん
は
消
防
活
動
52

年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
員
の
育

成
強
化
並
び
に
指
導
に
あ
た
り
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
消
防
団

長
と
し
て
的
確
な
指
揮
を
さ
れ

ま
し
た
。

勲章を伝達される須佐さん勲記を受ける五ノ井さんの妻の則子さん

　

平
成
８
年
に
結
成
さ
れ
て
以

来
、
全
員
一
致
協
力
し
て
火
災

予
防
思
想
の
普
及
に
努
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
６
月
22
日
県

知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

金
山
町
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

表　
　
　
彰

表彰旗を受け取る滝沢会長

表彰を受けた目黒団長、五ノ井副団長

金
山
町
消
防
団

　

６
月
10
日
、
会
津
坂
下
支
部

消
防
幹
部
大
会
で
、
知
事
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
平
成
23
年
７

月
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
際
し
懸

命
に
災
害
活
動

に
従
事
し
、
地

域
住
民
の
被
害

の
軽
減
に
努
め

ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト

事
業
補
助
金

案　
　
　
内

　

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

協
議
会
で
は
、
県
外
で
の
会
津

地
域
の
農
産
物
・
加
工
品
等
の

販
売
促
進
と
消
費
拡
大
活
動
を

行
う
生
産
者
団
体
等
の
活
動
に

対
し
て
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象

　

旅
費
・
会
場
使
用
料
等

▼
補
助
金
額

　

１
件
あ
た
り
最
大
５
万
円

（
１
補
助
事
業
者
あ
た
り
１

回
に
限
り
ま
す
。）

▼
申
請
期
限

　

７
月
５
日（
木
）〜

　

７
月
31
日（
火
）午
後
５
時

◎
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
市
中
央
３
―

10
―

12

　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

　

圏
整
備
組
合
事
務
局
３
階

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

協
議
会

☎
０
２
４
２
–
24
–
６
３
１
２

★
７
月
★

▼
17
日（
火
）

•
古
文
書
教
室

　

午
前
10
時
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
18
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
22
日（
日
）

•
町
民
登
山 

蒲
生
岳

▼
25
日（
水
）

•
膝
・
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
27
日（
金
）

•
膝
・
腰
予
防
教
室

　

午
後
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
29
日（
日
）

•
消
防
操
法
両
沼
大
会

　

午
後
９
時
〜

 

会
津
坂
下
町
鶴
沼
球
場
駐
車
場

★
８
月
★

▼
３
日（
金
）

•
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
８
日（
水
）

•
膝
・
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
９
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜 

金
山
町
役
場

▼
15
日（
水
）

•
金
山
町
成
人
式

　

午
前
10
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー
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ご
寄
付
に
感
謝

●
千
葉
県
佐
原
市
の
金
澤
豊
さ

ん
か
ら
３
万
円

●
匿
名
希
望
の
方
か
ら
１
万
円

●
五
ノ
井
邦
彦
さ
ん
（
高
倉
）

か
ら
10
万
円

　

ご
寄
付
は
町
の
地
域
活
性
化

な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く

　

個
人
事
業
税
は
、県
内
に
事
務

所
・
事
業
所
を
設
け
て
物
品
販
売

業
や
不
動
産
貸
付
業
な
ど
、一
定

の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
年
税
額
を
８
月
（
第
１

期
分
）と
11
月（
第
２
期
分
）の

２
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年

税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
に

は
、８
月（
第
１
期
分
）に
一
括

し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
口
座
を
開

設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課
・
事
業
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
２
–
29
–
５
２
５
１

夏
の
成
人
式

　

平
成
24
年
度
金
山
町
成
人
式

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　

８
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜

▼
会
場

　

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

※
町
内
の
中
学
校
卒
業
者
に
は

通
知
し
ま
す
が
、
そ
の
他
の
方

で
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

７
月
27
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 
☎
54
–
５
３
３
３

マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
デ
ー

　

県
で
は
、
平
成
24
年
７
月
よ

り
毎
月
８
日
、
９
日
を
「
マ
イ

バ
ッ
グ
推
進
デ
ー
」
と
設
定
し
、

マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
推
進
し

ま
す
。

　

例
え
ば
、
レ
ジ
袋
１
枚
を
辞

退
す
る
こ
と
で
18
・
３
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
の
石
油
が
節
約
で
き
、

そ
の
こ
と
が
地
球
温
暖
化
防
止

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
「
マ
イ
バ
ッ

グ
推
進
デ
ー
」
の
協
力
店
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
お
問

い
合
わ
せ
は
、
県
環
境
共
生
課

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

県
環
境
共
生
課

☎
０
２
４
–
５
２
１
–
７
２
４
８

県南・会津・南会津地域給付金のお知らせ
　この給付金は、東京電力福島第一原発事故に伴う精
神的損害賠償の救済策として県より支払われます。
給付対象者
　原発事故発生日である平成２３年３月１１日を基準
日とし、金山町に生活の本拠としての住居があった方。
給付額（一人あたり）
　•子ども及び妊婦…２０万円
　•それ以外の方……４万円
※「子ども」とは基準日時点で１８歳以下であった方、
「妊婦」とは平成２３年３月１１日から平成２３年１２
月３１日間に妊娠していた期間があった方をいいます。
　給付を受けるには申請が必要です。申請書は７月中
旬に郵送します。詳しくは申請書に同封される案内を
ご覧ください。
 ◎問い合わせ…保健福祉係
 ☎５４－５１３５

一
般
寄
附
金

被
災
商
工
業
用
施
設
等
へ

支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
23
年
７
月
の

新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
施
設

等
に
被
害
を
受
け
た
商
工
業
者

に
対
し
、
修
繕
及
び
再
取
得
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
以
下
の

と
お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象

新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
商

工
業
用
施
設
等
に
被
害
を
受

け
た
商
工
業
者
で
、
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
修
繕
ま

た
は
再
取
得
す
る
方

▼
交
付
限
度
額

被
害
を
受
け
た
建
物
、
施
設
、

設
備
等
の
修
繕
ま
た
は
再
取

得
に
要
し
た
経
費
か
ら
単
位

ご
と
に
保
険
金
等
及
び
10
万

円
を
差
し
引
い
た
額
。
た
だ

し
、
４
０
０
万
円
を
補
助
対

象
経
費
の
上
限
と
し
て
、
２

分
の
１
以
内
の
額
。

 

（
２
０
０
万
円
を
上
限
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
係

 

☎
54
–
５
３
２
７

熱中症に注意
　熱中症は、屋内外を問わず、高温
や多湿等が原因で起きます。
〈症状〉
めまい・失神・大量の発汗など
　こまめな水分補給をとるなどして、
熱中症に気をつけましょう。
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町内土壌検査結果
　町では、町内の水田と畑６０箇所について放射性セシウムの検査を実施しました。
 空間線量　単位：マイクロシーベルト／時間
 土壌に含まれるセシウム１３４・１３７の合計値　単位：ベクレル／ｋｇ

検査場所 地目 空間線量
（地表から１ｍ）

土壌に含まれる
セシウム１３４・
１３７の合計値

検査場所 地目 空間線量
（地表から１ｍ）

土壌に含まれる
セシウム１３４・
１３７の合計値

川口字中山 田 ０.１１７ １６１ 川口字上町 畑 ０.０９６ １８５
小栗山字上皆田 田 ０.０９１ ８６ 川口字太平道下 畑 ０.１００ １１９
小栗山字萱場 田 ０.１０６ １３４ 八町字居平 畑 ０.０９７ １８４
八町字横井戸 田 ０.１１４ ２１２ 玉梨字高屋敷 畑 ０.１４６ ３３４
玉梨字居平 田 ０.１２３ ２５９ 西谷字芋窪 畑 ０.１０７ ２００
玉梨字元木 田 ０.１２４ ３１２ 本名字上ノ台 畑 ０.０８９ １２７
西谷字西勝 田 ０.１１７ ２７１ 本名字弐拾苅 畑 ０.０８５ ３９
本名字上ノ坪 田 ０.１１４ １５０ 越川字深田 畑 ０.０９９ １９４
本名字下タ原 田 ０.１０８ ２４９ 大志字居平 畑 ０.０８７ ６０
本名字清水 田 ０.０６４ １１７ 大志字糠塚 畑 ０.１０８ ２００
大志字大岩 田 ０.０８６ １００ 中川字居平 畑 ０.０８７ ２３
大志字笹畑 田 ０.０９２ １１７ 水沼字下原 畑 ０.０７１ １１５
大志字根柄巻 田 ０.０８９ ３３０ 水沼字下大牧 畑 ０.１０８ １４８
中川字居平 田 ０.０８１ ２０４ 水沼字諏山 畑 ０.０９０ １０７
水沼字上田 田 ０.０９７ ５７ 大栗山字野尻 畑 ０.１４８ ２３５
水沼字沢東 田 ０.０８２ １６６ 大栗山字狐穴 畑 ０.１３２ ２６３
大栗山字入ノ原 田 ０.０８４ １２８ 沼沢字根岸 畑 ０.１２５ １０６
大栗山字下モ松原 田 ０.０５９ １００ 沼沢字原田 畑 ０.１２２ ２８３
大栗山字前田表 田 ０.０９７ ２４３ 太郎布字上野沢 畑 ０.１２３ １１５
大栗山字野尻 田 ０.１２６ ２０５ 太郎布字境面 畑 ０.１１０ １４６
沼沢字堀ノ内 田 ０.１１７ １８３ 太郎布字下村 畑 ０.１０３ １３２
横田字上原 田 ０.０９０ ９５ 横田字古町 畑 ０.１０２ ３３２
横田字上横田 田 ０.０９８ １１４ 横田字上横田 畑 ０.０９３ ９５
大塩字土倉 田 ０.０６６ ７０ 大塩字鎌取場 畑 ０.０８１ ６８
大塩字居平 田 ０.０６４ ６６ 滝沢字上エノ山 畑 ０.０９５ ８２
滝沢字川前 田 ０.０８０ ２２ 山入字居平 畑 ０.０７６ ５４
山入字宮ノ前 田 ０.０６３ ９８ 山入字上原乙 畑 ０.０７３ １８７
山入字大百苅 田 ０.０８３ １８６ 山入字鳴山新田 畑 ０.０８１ ２５
山入字行馬 田 ０.１０９ １１２ 越川字道長 畑 ０.１１４ １９７
山入字藤倉下ノ原 田 ０.１００ ２３０
越川字道長 田 ０.０９７ ２４４
◇水田の安全性について
　金山町の土壌調査の検査結果は上記の通りとなっていますが、水稲の作付けを考える場合の土壌
中の放射性セシウム濃度の安全とされる基準については国からも示されていません。
　福島県と農林水産省が調査した結果では、暫定規制値を超過した放射性セシウムを含む玄米の生
産される要因としては、土壌中の放射性セシウム濃度が高いことに加えて、水田の土質や施肥量、
栽培管理、周辺の環境などの複数の要因が複合的に関係したものと報告されています。これに対し、
町の取り組みの一つとして放射物質の吸収を抑制するために塩化カリの配布を行ったところです。
　今後の取り組みや詳細については、６月２１日配布の「金山町内土壌検査結果についてのお知ら
せ」をご覧下さい。
◇畑の安全性について
　畑の野菜等については、現在出荷制限をうけている地域は、原子力発電所から半径２０ｋｍ圏内
の地域と葛尾村、飯舘村となっています。葛尾村と飯舘村の土壌のセシウム濃度は、１,２３０～２
２,６００ベクレル／ｋｇです。
　当町の数値は、これと比較すると大変低い数値となっていますので、野菜からセシウムが検出さ
れる確率は低いと考えていますが、畑についても水田と同じように条件次第でセシウムが検出され
る可能性があります。
　セシウムの吸収を抑制するために充分な施肥を行い、耕土はより深くすることや、収穫時は作物
が土に付かないように注意して下さい。
 ◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１　
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町内各地区の放射線量
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
※測定結果は天候や風向きなどの気象条件により変動しますので、数値については目安としてご覧ください。

測定日
地区名 4月17日 5月18日 6月25日 測定日

地区名 4月17日 5月18日 6月25日
川 口 0.084 0.100 0.098 大栗山 0.066 0.108 0.082 
小栗山 0.102 0.114 0.120 福 沢 0.070 0.122 0.114 
八 町 0.112 0.114 0.116 三 更 0.110 0.128 0.110 
玉 梨 0.088 0.158 0.146 沼 沢 0.186 0.228 0.196 
西 谷 0.096 0.104 0.102 太郎布 0.076 0.112 0.108 
本 名 0.104 0.118 0.120 横 田 0.096 0.106 0.106 
橋 立 0.098 0.136 0.130 上横田 0.106 0.118 0.118 
大 志 0.086 0.110 0.098 土 倉 0.072 0.070 0.074 
板 下 0.062 0.080 0.078 西 部 0.062 0.086 0.086 
宮 崎 0.096 0.090 0.096 大 塩 0.092 0.088 0.082 
上 田 0.084 0.094 0.080 滝 沢 0.086 0.098 0.088 
水 沼 0.122 0.134 0.152 田 沢 0.056 0.074 0.072 
上大牧 0.096 0.104 0.104 山入１ 0.098 0.104 0.106 
下大牧 0.124 0.110 0.106 山入２ 0.116 0.132 0.122 
高 倉 0.090 0.108 0.108 越 川 0.076 0.096 0.100 

測定地点：各地区集会所 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について

加工食品の放射性物質検査について
　加工食品を販売する直売所または生産者の方は、出荷・
販売前に会津保健所またはハイテクプラザ会津若松技術支
援センターで放射性物質の検査を行うようお願いします。
◇放射性物質の検査をお願いする食品
⑴県産及び周辺自治体の農作物を原材料とする加工食品
　例：野菜等の粉末・乾燥食品、野菜果実等の清涼飲料水
⑵屋外での乾燥工程を有する加工食品
　例：凍み豆腐、あんぽ柿、干し柿、凍み餅等
⑶稲わら、笹葉及び柏葉等を容器包装として使用する食品
　例：わら納豆、笹だんご、柏餅等
　　　　　　　◎問い合わせ・連絡先
 会津保健所衛生推進課食品衛生チーム
 ☎０２４２－２９－５５１６

野菜類を販売される方へ
　県では野菜類を販売される方を
対象に放射性物質のモニタリング
調査をしています。
　野菜類を販売される方は必ずモ
ニタリング調査を受けてください。
〈留意点〉
•検査対象の品は１.２ｋｇ～１.３
ｋｇ用意してください。

•測定を希望する販売者は毎週金
曜日の正午までに町に申し込ん
でください。

◎問い合わせ…農林振興係
☎５４－５３２１

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
（測定年月日　　平成２４年５月３０日～６月２９日）

※「ＮＤ」は、１０ベクレル/Kg未満です。（単位：ベクレル/Ｋｇ）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134・137合計値） （134・137合計値）

ジャガイモ 1 1 ＮＤ ミヤマイラクサ 1 1 ＮＤ
キャベツ 1 1 ＮＤ 灰 1 0 ８７６
タマネギ 1 1 ＮＤ 温泉水 2 2 ＮＤ
ワラビ 5 2 ＮＤ～２６８ 水 2 2 ＮＤ
タケノコ 1 1 ＮＤ 鮎 1 1 ＮＤ
フキ 2 2 ＮＤ イワナ（養殖） 1 1 ＮＤ
ミズナ 1 1 ＮＤ 　
※町の水道は、現在までに放射性物質は検出されていません。（６月２７日現在）
　町では自家消費用の食品等について放射線測定をおこなっています。
 ◎問い合わせ…（自家消費用食品等の測定について）保健福祉係　☎５４－５１３５
 （水道水について）上下水道係　☎５４－５３１５
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第３６回

期 日　８月４日（土）～５日（日）
場 所　沼沢湖畔

沼沢湖水まつり

伝説に残る大蛇退治を再現

昨
年
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
り

中
止
さ
れ
た
湖
水
ま
つ
り
で
す
が
、
今
年
は
例
年

通
り
開
催
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 ◎問い合わせ…商工観光係　☎５４－５３２７
 町観光物産協会　☎５４－２３１１

●８月４日（土）
　妖精の絵コンテスト表彰式
　和舟試乗会
　いかだレース
　カナディアンカヌー試乗会
　浮き球▲ベースボール
　自然体験会
　ステージショー
　越尾さくらコンサート
　花火大会
　大蛇出現　　
　灯篭流し
●８月５日（日）
　カナディアンカヌー試乗会
　和舟試乗会
　特命戦隊ゴーバスターズショー
　ステージショー
　自然体験会
　大蛇退治

主な内容
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沼沢湖水まつり
「いかだレース」に参加しませんか？
　沼沢湖水まつり「いかだレース」の参加者を募集
します。
●チーム構成　７名で１チームとなります。
●レース日時　平成２４年８月４日（土）午後１時～
●表　彰
優　勝　１チーム　妖精の里商品券３０,０００円分
準優勝　１チーム　妖精の里商品券２０,０００円分
３　位　１チーム　妖精の里商品券１０,０００円分
●申込み
　７月２７日（金）までに申込書を郵送またはＦＡ
Ｘで送付してください。先着１０チームの申し込
みがあった時点で締め切ります。
 ◎問い合わせ・申込先…商工観光係
 ☎５４－５３２７
 ＦＡＸ５４－５３３５

沼沢湖水まつり
イベント運営ボランティア募集

　沼沢湖水まつりが下記のとおり開催されます。皆
さんの「支えあい」によりイベントを盛り上げるた
め、ボランティアを募っています。
●日　時　８月４日（土）・５日（日）
●時　間　土曜日：午前８時３０分～午後１０時
　　　　　日曜日：午前８時３０分～午後５時
●会　場　金山町沼沢湖畔
 ◎問い合わせ・申込先…商工観光係
 ☎５４－５３２７
 ＦＡＸ５４－５３３５

 消防職員募集
　会津若松地方広域市町村圏整備組合では来年採用
予定の消防職員・消防職員（救急救命士）を募集し
ます。
●採用職種及び採用予定人員
　消防職員・１０名程度
　消防職員（救急救命士）・若干名
●受験資格
　高等学校卒業程度の学力を有する方で、昭和６０
年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方
　救急救命士は昭和６０年４月２日以降に生まれた
人で、救急救命士法の免許の交付をうけている人
●受付期限　平成２４年８月１０日（金）
◎問い合わせ… 会津若松地方広域市町村圏整備組合
　　　　　　　消防本部総務課総務グループ
 ☎０２４２－５９－１４００

法務局からのお知らせ
フリーダイヤル

０１２０－２２７－７４６
●受付時間
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
休日　午前９時～午後４時
　法務局では、被災された皆様から、不
動産や会社などの登記に関する相談をお
受けする電話として、フリーダイヤルを
設置しています。
 ◎問い合わせ…福島地方法務局総務課
 ☎０２４－５３４－１９８３

市町村対抗野球参加者募集
　今年で６回目を迎える市町村対抗軟式
野球大会の参加者を募集します。
　大会には町内在住者と町内中学校出身
者（ふるさと選手）が参加できます。練習
のみの参加も可能ですので、一緒に白球
を追いかけてみませんか。
 ◎問い合わせ…体育協会事務局
 ☎５４－５３６１

一昨年の大会に出場した金山チーム

金山町職員募集
　平成２５年度金山町職員採用候補者試
験を下記により行います。
●採用職種　   一般事務（高校卒程度）
●採用予定人数　１名程度
●受験資格　昭和４７年４月２日から

平成７年４月１日までに生
まれた方
※学歴は問いません

●第１次試験期日　９月１６日（日）
●試験会場　県立坂下高等学校
●受付期日　８月１０日（金）
 ◎問い合わせ…総務係
 ☎５４－５２２２
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～７月は「バス車内事故防止
強化キャンペーン月間」です～
　ただいま、走行中のバス車内での事故を防
止するため、「車内事故防止キャンペーン」を
実施しています。
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけ
がをする場合があります。お降りの際は、バ
スが停留所に着いて完全に停止してから座席
をお立ち下さい。
　また、バスは安全運転に徹していますが、
やむを得ず急ブレーキを掛けることがあります
ので、お立ちになってご利用いただく場合には、
つり革や握り棒にしっかりおつかまり下さい。
 ◎問い合わせ　　　　　　　　
 東北運輸局福島運輸支局　　
 ☎０２４－５４６－０３４２
 社団法人福島県バス協会　　
 ☎０２４－５４６－１４７８

夏の交通安全事故防止
県民総ぐるみ運動

　この運動は、夏季特有の暑さや行楽による
疲労、開放感による無謀運転等の増加に伴う
交通事故が多発することから、県民一人ひと
りの交通安全意識を高め、交通ルールの遵守・
マナーの実践を週間づけることにより、県民
総ぐるみで交通事故防止を図ることを目的と
しています。
●期間
　７月１６日（月）から７月２５日（水）まで
●年間スローガン
　思いやり　人も　車も　自転車も
●運動のスローガン
　車にも　乗せようマナーと　思いやり
●運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
 主唱　福島県・福島県交通対策協議会

水の事故に注意!
　毎年水による事故が相次いでいます。夏を
楽しむためにも、以下の点にご注意ください。
•天候が悪くなってきた時には遊泳を中止する。
•小さいお子さんが遊ぶ際には必ず大人が付
き添い、お子さんから目を離さないように
しましょう。

 火事・救急・救助は１１９
 会津坂下消防署金山出張所
 ☎５５－３１００

知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基
づき建設現場労働者の福祉の増進を建設業を
営む中小企業の振興を目的として設立された
退職金制度です。
●加入できる事業主　建設業を営む方
●対象となる労働者　建設業の現場で働く人
●掛金　日額３１０円
●特長
•国の制度なので安全、確実、申込み手続き
は簡単です。

•経営事項審査で加点評価の対象となります。
•掛金の一部を国が負担します。
　　◎問い合わせ
 建設業退職金共済事業本部　福島支部
 ☎０２４－５２３－１６１８

サマージャンボ発売中

会津坂下警察署からのお知らせ
★　カギかけ・声かけ・心がけ　★

　夏場で気温も暑いことから、自宅の戸締ま
り不徹底による空き巣被害や、車のエンジン
を切らないことによる車上ねらいなどが増加
する時期です。
　窃盗被害に遭わないために、身の周りの防
犯チェックをお願いします。
〈防犯チェック〉
•外出時・夜間などはドアの施錠をしましょう。
•長時間不在にする時は近所に声をかけましょう。
•車の中に貴重品を置かないようにしましょう。
 ◎問い合わせ…会津坂下警察署
 ☎０２４２－８３－３４５１ 
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図 書 室 だ よ り

宮下病院だより宮下病院だより

　はじめまして。今年４月から宮下病院へ新しく赴任
しました、根本大樹と申します。当院では、内科・外
科を担当させていただいております。当地域のみなさ
まのお役に立てるよう、精一杯がんばりますので、よ
ろしくお願いいたします。さて、そろそろ、健診のシ
ーズンです。当院は、今年度から、大腸内視鏡検査を
常時行なうことができる新体制となりました。スタッ
フ一同、「患者様にやさしい大腸内視鏡検査」を心が
けていきますので、ご利用のほどよろしくお願いいた
します。「痔」でお困りの方も、ぜひ御相談下さい。

【自己紹介】
　双葉郡広野町に生まれ、磐城高等学校、自治医科大
学を卒業。２００９年４月医師となる。卒後２年間の
初期臨床研修は、若松の県立会津総合病院で勤務。そ
の後、県立南会津病院外科で１年間勤務。消化器内科、
特に、小腸・大腸・肛門疾患を専門とし、大腸内視鏡
や小腸内視鏡、カプセル小腸内視鏡を得意としている。

新任医師のご紹介

根
ねもと

本　大
だいき

樹 先生

☆新書紹介 かわいそうだね？ ／ 綿矢　りさ　著（文藝春秋）
　私の彼は元彼女と同棲中…週刊誌連載時から話題を呼んだ表題作。

発酵マニアの天然工房 ／ きのこ　著（三五館）
　麹菌をつくる、味噌をつくる、甘酒、みりんをつくる。清潔！便利！布ナプ
キンのススメ、乳酸菌風呂の入り方、歯磨き、白髪染めも乳酸菌で。今日から
すぐやれる発酵生活の裏技が満載。意外と簡単にできるホンモノの麹入門。

ふしぎなたまご ／ ディック・ブルーナ　著（福音館）
　野原に白いたまごがおちていました。めんどりも、おんどりも、いぬも、ね
こも、「わたしのだよ」というのですが…。読み聞かせにいかがですか…。

☆県立図書館あづま号
　の本の紹介

顔の体操 ／ カトリーヌ・ペ　著者（産調出版）
野菜のお菓子レシピブック ／ 渡部　和泉　著（主婦と生活社）
キュウリとゴーヤとナーベラー ／ 藤田　智　監修（日本出版放送協会）

◆図書館の利用状況をお知らせします（６月分）
月間貸出冊数　148冊（うち児童書　79冊）でした。
～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～

お問い合わせ　金山町中央公民館　☎５４－５３６０

一般書

一般書

児童書

あ の 人 こ の 人
６月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

渡部　藍
あい

那
な
µ
父・渡部　　新

¶
（水沼）母・　　　静香

お二人で幸せに

♥
(
五十島　亨（会津若松市）
三瓶　寿子（大塩）　　　

霊よ安らかに

栗　城　タツ子（89歳）川　口
星　　　源　佐（95歳）板　下
中　丸　惠美子（56歳）大　志
青　栁　アサイ（95歳）本　名
友　　　ハ　ヤ（95歳）大　志

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 7月 1日現在）

世 帯 数　1,116世帯（± 0）
人　　口　2,456人　（－ 7）
　 男 　　1,166人　（－ 3）
　 女 　　1,290人　（－ 4）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

お じ ゃ ま し ま す

横田小学校に着任した篠崎校長
　

今
月
は
４
月
に
横
田
小
学
校

校
長
と
し
て
下
郷
町
立
江
川
小

学
校
か
ら
赴
任
さ
れ
た
篠
崎
俊

樹
さ
ん
に
金
山
町
に
対
す
る
思

い
や
教
育
観
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

２
度
目
の
赴
任

「
実
は
、
私
は
平
成
元
年
度
か

ら
平
成
３
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

横
田
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
妻
も
同
時
期
に
金
山
小

学
校
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
金

山
町
と
は
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

町
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

新
緑
の
季
節
に
、
山
々
の
緑
が

芽
吹
き
始
め
た
時
の
鮮
や
か
な

緑
色
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
ス
キ
ー
場
が
近
く
に
あ

り
、
そ
れ
ま
で
自
己
流
で
や
っ

て
い
た
ス
キ
ー
を
初
め
て
習
っ

た
の
も
金
山
町
で
し
た
。
在
任

中
に
子
ど
も
を
授
か
り
、
子
育

て
で
も
地
域
の
方
々
に
大
変
よ

く
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
会
津

若
松
市
出
身
の
篠
崎
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

横
田
小
学
校
の
目
指
す
教
育

「
金
山
町
教
育
委
員
会
の
重
点

施
策
で
あ
る
「
自
分
に
自
信
を
、

町
に
誇
り
の
持
て
る
子
ど
も
の

育
成
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
児
童
一
人
一
人
の

よ
さ
を
伸
ば
し
、
児
童
た
ち
が

多
く
の
達
成
感
を
感
じ
る
よ
う

な
教
育
を
目
指
す
た
め
、
10
名

の
教
職
員
と
保
護
者
の
皆
様
と

協
力
し
て
児
童
を
励
ま
し
た
り
、

ほ
め
た
り
し
な
が
ら
育
て
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
信

を
持
っ
て
物
怖
じ
せ
ず
、し
っ
か

り
話
し
、
自
分
の
考
え
を
伝
え

る
こ
と
は
、
未
来
の
金
山
町
を

支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
は
必
要

な
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

篠
崎
さ
ん
は
力
強
く
話
し
ま
す
。

町
を
巡
り
た
い

「
単
身
赴
任
は
今
回
で
３
回
目

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
単
身

赴
任
の
時
の
食
事
は
、
外
食
や

惣
菜
、
弁
当
な
ど
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
地
の

物
を
使
っ
て
料
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
金
山
町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
つ
け
た
の
で
、
そ

れ
を
参
考
に
町
内
の
温
泉
や
名

勝
を
巡
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
篠
崎
さ
ん
は
笑
顔
で
話

し
、
町
の
生
活
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

横田小学校長

篠
し の

崎
ざ き

俊
と し

樹
き

さん（上横田）

　

今
年
の
町
民
登
山
は
会
津
の

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
只
見
町
の

「
蒲
生
岳
」
に
登
り
ま
す
。

　

八
二
八
ｍ
と
標
高
は
高
く
は

な
い
も
の
の
、
ロ
ー
プ
や
く
さ

り
を
使
う
岩
場
も
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。
途
中
ブ
ナ
や
ミ

ズ
ナ
ラ
の
大
木
が
そ
び
え
る
場

所
を
通
り
、
頂
上
へ
。
三
六
〇

度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
浅

草
岳
や
会
津
朝
日
岳
な
ど
会
津

名
山
が
臨
め
ま
す
。
ま
た
、
眼

下
に
は
田
ん
ぼ
の
中
を
流
れ
る

只
見
川
も
見
え
ま
す
。

　

町
民
登
山
の
も
う
一
つ
の
楽

し
み
は
、
下
山
後
の
温
泉
で
す
。

登
山
の
汗
と
疲
れ
を
流
し
て
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
日

ご
ろ
の
雑
事
を
忘
れ
、
一
日
を

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期　
日　
７
月
22
日（
日
）

▼
申
込
み　
７
月
17
日
ま
で

中
央
公
民
館
☎
54
–
５
３
６
０

※
後
日
参
加
者
に
詳
し
い
日
程

の
連
絡
を
し
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
、

点
検
評
価

　

教
育
委
員
会
で
は
、
教

育
行
政
を
効
果
的
に
進

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
平
成
23
年
度
の
教

育
委
員
会
点
検
・
評
価
を

行
い
、
報
告
書
を
ま
と
め

ま
し
た
。
報
告
書
は
、
町

内
の
各
公
民
館
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

町
民
登
山
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

奇岩「鼻毛通し」
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